
集
会
は
、
佐
藤
歳
子
婦
人
部

長
の
司
会
で
開
会
し
、
冒
頭
、

仙
台
闘
争
団
の
菅
原
次
男
氏
を

含
む
、
亡
く
な
ら
れ
た
闘
争
団

員
65
名
と
福
島
県
闘
争
本
部
長

を
務
め
た
斎
藤
幸
次
氏
に
対
し
、

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

橋
本
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
「
不
当
解
雇
と
不
名
誉
な

レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
、
精
神
・

肉
体
・
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
な
が
ら
も
闘
い
続
け
、
ま
た

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
受
け
な
が
ら

も
自
分
の
こ
と
と
し
て
共
に
闘

い
支
え
て
き
た
組
合
員
の
闘
い

が
あ
っ
た
」
と
23
年
に
及
ぶ
闘

争
団
・
家
族
の
長
い
闘
い
の
経

過
と
そ
の
闘
い
を
支
え
た
組
合

員
に
対
し
て
御
礼
を
述
べ
た
。

ま
た
、
「
関
係
す
る
全
て
の

皆
さ
ん
と
解
決
を
確
認
し
、
闘

争
団
員
と
家
族
の
皆
さ
ん
が
、

新
た
な
人
生
を
歩
み
だ
す
ス
テ
ッ

プ
に
」
と
集
会
の
趣
旨
を
述
べ

た
。
更
に
、
全
て
の
支
援
を
受

け
た
方
々
に
対
し
て
は
、
「
運

動
で
返
す
」
と
表
明
し
た
。

続
い
て
、
社
民
党
、
共
産
党
、

東
日
本
本
部
が
あ
い
さ
つ
。

国
労
本
部
を
代
表
し
、
闘
争

団
全
国
連
絡
会
議
神
宮
義
秋
議

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

【
左
囲
み
に
要
旨
】

▼
菅
原
次
男
君
は
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
残
る
み
ん
な
は

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
▼
私
は

郡
客
事
件
が
不
採
用
の
根
拠
に

さ
れ
た
。
「
福
岡
事
件
」
で
死

刑
判
決
を
受
け
、
無
実
を
叫
び

な
が
ら
死
刑
を
執
行
さ
れ
た
西

さ
ん
の
句
「
叫
び
た
し
寒
満
月

の
割
れ
る
ほ
ど
」
が
心
に
残
る

▼
首
切
り
さ
れ
た
悔
し
さ
持
ち

続
け
、
「
首
切
り
の
な
い
社
会
」

「
安
心
し
て
働
け
る
社
会
」
を

作
る
た
め
に
奮
闘
し
た
い

▼
不
当
処
分
に
よ
り
解
雇
さ
れ

た
が
、
人
間
と
し
て
労
働
者
と

し
て
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
国
労

に
感
謝
し
て
い
る
▼
地
労
委
の

勝
利
命
令
は
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
が
、
中
労
委
で
見
解
が
割
れ
、

裁
判
闘
争
に
。
最
高
裁
は
「
JR

に
責
任
な
し
」
▼
何
と
し
て
も

覆
し
、
職
場
復
帰
し
た
い
―
様
々

な
経
過
が
あ
り
地
位
確
認
の
第
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８
・
９

第
10
回
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会

太
田
博
二
さ
ん
に
感
謝
す
る
集
い

８
・
21

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

８
・
23

第
11
回
執
行
委
員
会

８
・
28

地
本
JR
不
採
用
事
件
解
決
報
告
集
会

９
・
２
/
３

第
24
回
国
労
東
日
本
本
部
定
期
大
会

 
地
方
本
部
は
８
月
28
日
、
仙
台
市
内
ホ
テ
ル
白
萩
に
お
い
て
、

JR
不
採
用
問
題
の
解
決
報
告
集
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
集
会
は

こ
の
間
お
世
話
に
な
っ
た
、
共
闘
組
織
、
弁
護
団
、
政
党
、
退

職
者
・
家
族
会
と
地
方
本
部
内
各
機
関
組
織
の
代
表
者
を
一
堂

に
招
い
て
、
事
件
解
決
の
報
告
と
御
礼
を
行
っ
た
も
の
。

87

年
の

分
割
・
民

営
化
の
際

に
多
く
の

組
合
員
が
不
当
差
別
、
不
法

行
為
を
受
け
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
許

さ
な
い
立
場
で
労
働
委

員
会
闘
争
、
裁
判
闘
争
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
へ
の
申
し
立
て
等
を

取
り
組
ん
で
き
た
。

解
決
を
迎
え
ら
れ
た
要
因
の

一
つ
は
１
０
４
７
名
が
、
粘

り
強
く
闘
い
を
続
け
て
き
た

こ
と
。

二
つ
目
は
差
別
を
受
け
、
低

賃
金
に
喘
ぎ
な
が
ら
も
23
年

間
も
カ
ン
パ
を
し
続
け
我
々

を
支
え
続
け
て
き
た
Ｊ
Ｒ
組

合
員
の
力
。

三
つ
目
は
連
帯
す
る
会
・
支

え
る
会
な
ど
は
Ｏ
Ｂ
の
方
々

の
献
身
的
な
努
力
の
賜
。

更
に
四
つ
目
は
政
治
の
力
。

三
党
連
立
政
権
が
出
来
、
３

月
19

日
か
ら
４
月
９
日
の

「
あ
の
隙
間
・
期
間
」
し
か

解
決
の
時
期
は
な
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
お
り
、
政
治
が
大

き
な
力
を
発
揮
し
た
。

五
つ
目
は
国
労
の
団
結
の
力
。

運
動
の
進
め
方
の
違
い
で
紆

余
曲
折
も
あ
っ
た
が
、
本
部

を
先
頭
に
団
の
意
見
も
尊
重

し
な
が
ら
様
々
な
行
動
を
展

開
。
一
致
団
結
し
四
者
四
団

体
の
枠
組
み
を
堅
持
、
運
輸

機
構
・
国
交
省
・
政
治
に
解

決
を
求
め
突
き
進
ん
だ
。

こ
れ
ら
が
解
決
に
結
実
し
た

と
認
識
す
る
。

た
だ
し
、
金
銭
的
解
決
＝
Ｊ

Ｒ
不
採
用
「
事
件
」
は
解
決

し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
「
問

題
」
と
い
う
雇
用
問
題
が
残

る
。
４
党
の
窓
口
に
Ｊ
Ｒ
を

希
望
す
る
方
の
数
字
を
持
っ

て
要
請
を
行
っ
た
が
、
参
議

院
選
挙
で
窓
口
が
壊
れ
た
。

今
後
、
新
た
に
窓
口
・
代
表

を
決
め
、
早
期
に
雇
用
問
題

に
つ
い
て
政
府
に
対
し
、
JR

グ
ル
ー
プ
に
要
請
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
。

一
定
の
解
決
で
、

一
段
落
着
い
た
と
全

国
の
闘
争
団
員
・
家
族
も
ホ
ッ

と
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
る

状
況
。

今
日
ま
で
支
援
を
頂
い
た
み

な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
、

こ
の
問
題
が
一
日
も
早
く
最

終
的
な
決
着
を
見
る
よ
う
奮

闘
す
る
決
意
で
あ
る
。

昨年９月10日に発生した仙台駅新幹線構内でのトロリー線

張替工事中の労災死亡事故について、仙台東署は８月11日、

巻き取り装置（架線作業車の一部装置）を扱っていた作業

員を業務上過失致死の容疑で書類送検した。

この装置は、従来工法と

は全く違う機能を有し、

導入時、メーカーによる

マニュアルを用いての説

明は行われたものの、今回の事故で発生した危険な事象に

対する注意喚起や説明は行われていない。

事故発生直後の検証試験では、誰もが予想もしない巻き取

り装置の張力（設定張力の約２倍）が発生し、JR社員・電

設社員らは騒然としたというが、要するに誰でもこうした

事故を発生させる可能性があったということである。

万一、こうした事象が発生した場合の安

全対策（仮曲引きの使用）はあったが、当

日は工事指揮者の判断で省略したという作

業員の証言もある。また発注側のJRも事故

後に認めている「取り扱いに対する不十分な教育」「マニュ

アルの不備」など事故に繋がる要因が存在していたが、警

察は一操作員に直接責任を押し付けた。これには亡くなっ

た国分さんも首を傾げているに違いない。

事件としては、今

後の推移を見守るし

かないが、書類を受

けた検察は、今回の

事故の本質を見誤ってはなるまい。

また再発防止対策は、JRや電設への警察・労基署の事情聴

取が終了したこれからが本番であり、地電協は二度と痛ま

しい事故を繰り返さないためにも、今後も事故要因を解明・

検証し、会社を糾してゆく決意だ。

【立山昭仁 仙台地本電気協議会新幹線電力分科長】



二
次
訴
訟
を
行
っ
た
が
時
効
で

切
ら
れ
る
▼
妻
に
大
変
な
苦
労

と
心
配
を
か
け
て
し
ま
い
、
こ

の
状
態
（
脳
梗
塞
で
車
椅
子
）

に
な
っ
た
が
、
JR
に
採
用
に
さ

れ
て
い
れ
ば
―
▼
23
年
間
の
経

過
を
見
た
と
き
、
手
放
し
で
喜

べ
る
内
容
で
は
な
い
。
だ
が
諦

め
ず
闘
い
続
け
た
こ
と
が
政
治

解
決
に
結
び
つ
い
た
▼
雇
用
問

題
が
解
決
し
て
、
「
国
鉄
闘
争

の
全
面
解
決
」
と
考
え
る
。
年

齢
の
縛
り
も
あ
り
、
雇
用
の
希

望
は
JR
関
連
企
業
と
し
た
。
実

現
に
向
け
頑
張
り
た
い

▼
87
年
２
月
の
不
採
用
「
口
頭
」

通
知
が
闘
い
の
ス
タ
ー
ト
。
帰

宅
し
妻
に
報
告
、
泣
か
れ
た
が

翌
日
は
朝
か
ら
赤
飯
。
理
由
は

「
不
当
な
解
雇
は
許
せ
な
い
。

闘
う
の
み
」
と
告
げ
ら
れ
女
性

の
強
さ
、
支
え
を
痛
感
し
た
▼

四
党
合
意
さ
な
か
の
01
年
、
東

京
高
裁
で
の
本
州
不
採
用
事
件

の
判
決
文
を
読
み
新
た
な
闘
い

を
決
意
す
る
。
後
の
鉄
建
公
団

訴
訟
だ
▼
そ
の
証
言
台
に
立
っ

た
法
廷
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番

組
が
流
れ
、
中
曽
根
が
「
分
割
・

民
営
化
は
総
評
、
社
会
党
、
国

労
を
潰
す
目
的
が
あ
っ
た
」
と

堂
々
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

る
▼
許
せ
な
い
し
、
政
治
の
力

が
働
い
て
こ
の
不
採
用
問
題
が

あ
っ
た
▼
解
決
内
容
に
不
十
分

さ
は
あ
る
。
だ
が
こ
の
闘
い
を

契
機
と
し
、
労
働
運
動
が
本
来

の
そ
れ
に
再
生
し
強
化
が
さ
れ

る
よ
う
切
望
す
る

▼
郡
客
闘
争
で
停
職
12
か
月
、

復
職
の
翌
日
不
採
用
通
知
が
▼

自
治
労
郡
山
市
職
労
の
書
記
に

就
職
。
当
時
自
治
体
で
も
委
託

化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
鉄

闘
争
で
の
自
分
の
体
験
を
広
め

る
こ
と
が
恩
返
し
に
な
る
と
考

え
た
。
現
在
は
非
常
勤
職
員
と

し
て
就
労
支
援
等
を
行
っ
て
い

る
▼
自
分
の
子
供
も
就
職
活
動

を
し
て
い
る
が
不
合
格
の
連
続
。

将
来
を
担
う
若
い
人
が
働
く
意

志
と
能
力
を
持
ち
な
が
ら
、
仕

事
に
就
け
な
い
と
い
う
の
は
社

会
の
仕
組
み
の
歪
み
▼
自
分
は

非
正
規
雇
用
で
手
取
り
10
万
円
。

郡
山
の
非
正
規
雇
用
者
割
合
は

45
％
。
健
康
保
険
や
年
金
の
掛

け
金
未
納
者
も
相
当
数
お
り
、

市
の
財
政
を
圧
迫
▼
闘
争
団
と

し
て
の
闘
い
は
終
わ
る
が
、
課

題
は
多
く
、
み
な
さ
ん
と
団
結

し
進
め
た
い

▼
正
直
、
解
決
の
日
が
来
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
年
月

が
過
ぎ
、
自
然
消
滅
す
る
の
で

は
な
い
か
と
▼
政
権
交
代
で
、

本
当
に
僅
か
な
期
間
、
ス
ポ
ッ

ト
で
解
決
が
▼
23
年
前
結
婚
し

子
供
が
出
来
た
。
自
分
の
闘
い

の
歴
史
が
子
供
の
成
長
の
歴
史

で
も
あ
る
▼
妻
に
多
く
の
苦
労

を
か
け
、
ま
た
仕
事
（
福
島
教

組
へ
）
で
の
異
動
も
あ
り
、
親

を
残
し
て
の
引
っ
越
し
、
子
供

の
転
校
等
、
家
族
に
も
苦
労
さ

せ
た
。
本
当
に
良
か
っ
た

▼
夫
が
亡
く
な
り
、
11
月
で
２

年
に
。
国
労
が
大
好
き
で
、
体

調
を
崩
し
て
か
ら
も
集
会
が
あ

る
と
「
み
ん
な
の
顔
が
見
れ
る
」

と
無
理
を
し
て
出
席
し
て
い
た

▼
亡
く
な
る
前
日
、
東
京
の
病

院
に
向
か
う
時
、
郡
山
駅
で
佐

藤
・
七
海
両
組
合
員
に
見
送
り

し
て
も
ら
っ
た
の
が
最
高
の
思

い
出
に
な
っ
た
の
で
は
▼
葬
式

後
、
お
寺
に
御
礼
の
挨
拶
に
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
住
職
か
ら
「
組
合

の
事
は
分
か
ら
な
い
が
、
団
結

と
い
う
も
の
が
良
く
分
か
っ
た
。

よ
い
葬
式
を
出
さ
せ
て
も
ら
い

有
難
う
」
と
反
対
に
礼
を
言
わ

れ
た
▼
国
労
だ
か
ら
こ
こ
ま
で

や
れ
た
し
、
国
労
で
本
当
に
良

か
っ
た
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地方本部は８月９日、

ＡＮＡホリデイ・イン

仙台に於いて、前地本

委員長の太田博二さん

に感謝する集いを開催

しました。

太田さんは、地方本

部役員から東日本本部

の副執行委員長、一昨

年まで仙台地本の委員

長を歴任するなど、長

年に亘り国労運動の前

進に向けた活動をして

こられました。

当日は来賓の皆さん

を始めとして、多くの

関係者の皆様から労い

と感謝の言葉が贈られ

ました。

乾杯後のスピーチで

は、時間の経過ととも

にアルコールが言わせ

たのか、「苦労させら

れました」と本音？も

飛び出して、会場を大

いに沸かせていました。

沓澤さんから花束贈呈

来
賓
の
皆
様

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
社
会
民
主
党

管
野
哲
雄

◆
日
本
共
産
党

横
田
有
史

◆
弁
護
団
（
士
）

佐
藤
正
明

清
藤
恭
雄

◆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

菅
原
晃
悦

◆
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

大
内
良
勝

◆
山
形
県
平
和
セ
ン
タ
ー

中
川
一
男

◆
宮
城
県
労
連

鎌
内
秀
穂

◆
県
交
労

太
田
宏
徳

◆
国
労
議
員
団

佐
藤
幸
夫

石
川
建
治

我
妻
徳
雄

長
沢
勝
幸

円
谷

寛

◆
交
運
共
済

佐
藤
勝
雄

伊
賀

泰

◆
福
島
連
帯
す
る
会

大
野
恒
夫

◆
国
労
本
部

神
宮
義
秋

◆
国
労
東
日
本
本
部

高
野
苗
美

◆
地
方
本
部
歴
代
三
役

千
葉
五
郎

阿
部
和
夫

沼
下
清
一

吉
田
春
美

太
田
博
二

木
村
昭
光

後
藤
秀
一

◆
退
職
者
の
会

長
田
貞
雄

亀
山
健
司

◆
家
族
会

上
遠
野
ふ
み
子

◎
各
支
部
・
地
区
・
分
会

代
表
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


